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2広報なんぶちょう２月号

　

平
成
19
年
南
部
町
消
防
団
出
初

式
が
１
月
６
日
、
下
名
久
井
地
区

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
川
中
学
校
前
の
町
道
で
は
多

く
の
町
民
が
見
守
る
な
か
、
観
閲

者
で
あ
る
工
藤
町
長
が
徒
歩
部
隊
、

車
両
部
隊
を
観
閲
。
続
く
分
列
行

進
で
は
、
消
防
団
員
４
３
０
人
が

威
風
堂
々
と
行
進
し
、
防
災
へ
の

心
構
え
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
名
川
中
学
校
体
育
館
に

移
し
て
の
式
典
で
は
、
団
員
に
よ

る
纏
振
り
、
は
し
ご
乗
り
が
披
露

さ
れ
、
場
内
に
は
大
き
な
拍
手
が

響
き
わ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
工
藤

町
長
が
「
有
事
の

際
は
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
、

日
頃
よ
り
精
進
を

お
願
い
し
た
い
」

と
訓
示
を
述
べ
た

ほ
か
、初
期
消
火
・

救
助
に
協
力
し
た

方
や
優
良
分
団
員

等
へ
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称

略
）

感
謝
状
贈
呈
（
町
長
賞
）

初
期
消
火
・
救
助
に
よ
る
協
力
者

西
塚
幸
男
、
泉
山
礼
子
、
久
保

田
謙
二
、
久
保
田
力
、
岩
間
美

千
雄
、
岩
間
千
一
、
久
保
田
豊

治
、
堀
合
利
一
、
中
林
鉄
男
、

江
刺
家
弘
三

内
助
の
功
労
者
（
25
年
以
上
勤
続

団
員
）

・
山
田
智
子
（
名
川
第
７
分
団

山

田
賢
司
副
分
団
長
）

・
中
野
雅
子
（
南
部
第
９
分
団

中

野
政
良
部
長
）

・
中
野
さ
と
み
（
南
部
第
８
分
団

中
野
薫
部
長
）

・
椛
本
八
重
子
（
福
地
第
10
分
団

椛
本
孝
彦
副
分
団
長
）

・
小
村
櫻
子
（
福
地
第
６
分
団

小

村
照
喜
部
長
）

表
彰
状
授
与
（
団
長
表
彰
）

南
部
町
消
防
団
優
良
分
団

名
川
第
７
分
団
、
南
部
第
３
分

団
、
福
地
第
５
分
団

南
部
町
消
防
団
操
法
出
場
団
員

・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
／
名

川
第
７
分
団

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
／
南
部

第
３
分
団
、
福
地
第
10
分
団

南
部
町
消
防
団
優
良
団
員

名
川
消
防
団
／
松
本
保
築
、
松
井

正
春
、
上
田
淳
悦
、
川
島
政
広
、

中
山
正
広
、
林
征
人
、
山
田
広

明
、
田
中
一
樹
、
佐
々
木
実
、

西
塚
義
将
、
久
保
田
義
一

南
部
消
防
団
／
玉
川
幸
男
、
金
野

貢
、
奥
山
勝
康
、
佐
々
木
豊
彦
、

月
舘
義
雄
、
澤
村
紀
武
、
沼
畑

孝
平
、
中
野
勝
典
、
西
舘
昌
男
、

坂
本
純
一
、
泉
山
真
一

福
地
消
防
団
／
夏
堀
和
人
、
福
田

亮
、
夏
坂
幸
広
、
風
間
哲
也
、

高
橋
安
彦
、
小
村
照
喜
、
小
泉

泰
昌
、
佐
々
木
貴
之
、
嶋
守
直

美
、
杉
浦
修
治

平成19年２月号

南部町の人口と世帯数
（平成19年１月20日現在）

人　口 22,119人 （－21）

男 10,686人 （－19）

女 11,433人 （－ 2）

世帯数 7,380世帯（－ 4）

前月比

02 南部町消防団出初式

03 新年互礼会並びに南部町
 誕生１周年記念式典

04 安倍総理に「達者村」の
 取り組みを紹介

05 達者人コラム

06 達者村認証産品

07 私達のふるさと「達者村」
に向けて

08 南部町成人式

Contents使命感を胸に
南部町消防団出初式

20 お知らせ

26 がんばる！消防団

09 臨時職員募集

10 町民税・県民税申告受付

12 くらしのカレンダー

13 子育て支援センター

14 バーデパークだより

16 まちの話題
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功
労
褒
賞

夏
坂
秀
一
（
福
地
地
区
片
岸
）

福
地
村
長
と
し
て
公
共
の
福
祉

の
向
上
に
寄
与
し
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献

工
藤
久
夫
（
福
地
地
区
福
田
）

南
部
町
議
会
議
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

坂
本
正
紀
（
福
地
地
区
杉
沢
）

南
部
町
議
会
議
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

佐
々
木
金
嘉
（
福
地
地
区
埖
渡
）

南
部
町
議
会
議
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

滝
田
米
作
（
福
地
地
区
苫
米
地
）

南
部
町
議
会
議
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

大
久
保
俊
和
（
福
地
地
区
福
田
）

南
部
町
議
会
議
員
と
し
て
公
共

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
し
、
地

方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

高
橋
正
雄
（
福
地
地
区
小
泉
）

福
地
村
議
会
議
員
、
南
部
町
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
と
し

て
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献

山
田
秀
美
（
福
地
地
区
椛
木
）

福
地
村
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献

山
内
新
也
（
南
部
地
区
相
内
）

南
部
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
公
共
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与

し
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献

島
守
清
次
郎
（
福
地
地
区
麦
沢
）

南
部
町
大
平
財
産
区
管
理
会
委

員
と
し
て
公
共
の
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
に
貢
献

小
石
久
一
（
名
川
地
区
斗
賀
）

医
師
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康

管
理
に
尽
く
し
、
保
健
衛
生
の

向
上
発
展
に
貢
献

原
田
正
智
（
南
部
地
区
沖
田
面
）

医
師
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康

管
理
に
尽
く
し
、
保
健
衛
生
の

向
上
発
展
に
貢
献

小
原
正
和
（
南
部
地
区
沖
田
面
）

医
師
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康

管
理
に
尽
く
し
、
保
健
衛
生
の

向
上
発
展
に
貢
献

小
向
洋
一
郎（
八
戸
市
西
白
山
台
）

医
師
と
し
て
地
域
住
民
の
健
康

管
理
に
尽
く
し
、
保
健
衛
生
の

向
上
発
展
に
貢
献

留
目
正
男
（
南
部
地
区
大
向
）

南
部
町ま

ち

消
防
団
員
と
し
て
地
域

住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽

く
し
、
公
益
と
民
生
の
安
定
に

貢
献

沖
田
隆
成
（
南
部
地
区
沖
田
面
）

南
部
町
消
防
団
員
と
し
て
地
域

住
民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
尽

く
し
、
公
益
と
民
生
の
安
定
に

貢
献

善
行
表
彰

川
守
田
三
次
郎（
静
岡
県
浜
松
市
）

南
部
町
立
小
中
学
校
に
楽
器
等

を
寄
贈
し
、
学
校
教
育
の
向
上

に
貢
献

松
本
福
松（
名
川
地
区
上
名
久
井
）

南
部
町
立
中
学
校
に
和
太
鼓
等

を
寄
贈
し
、
学
校
教
育
の
向
上

に
貢
献

滝
田
福
美
（
福
地
地
区
片
岸
）

南
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

と
し
て
公
共
の
福
祉
の
向
上
に

寄
与
し
、
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
貢
献

福
地
村
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
福
地
地
区
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
普
及
に

努
め
家
庭
婦
人
の
健
康
体
力
づ

く
り
に
寄
与
し
、
体
育
の
振
興

発
展
に
貢
献

　１月５日、名川町民ホール「楽
ら ら

楽ホール」を会場に「平成 19年南部町新年互礼会並びに南

部町誕生１周年記念式典」が開かれ、関係者約 330 人が出席しました。式典で工藤町長は「才

覚ある旧３町村の住民が一体化したことは、新町の町づくりにとって力の根源となる。活力あ

る南部町を次世代へ引き継いでいかなければならない」と決意を語りました。

　また、功労褒賞、善行表彰の授与も行われ、工藤町長から賞状と記念品が手渡されると、会

場からは惜しみない拍手が送られていました。受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

南
部
町
新
年
互
礼
会
並
び
に
南
部
町
誕
生
１
周
年
記
念
式
典



【
最
終
回
】達
者
村
づ
く
り
委
員
会
の
中
に
設
置
さ
れ
た
５
つ
の
専
門
部
会
に
つ
い
て
、そ
の
活
動
状
況
を
連
載
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
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前列左から、青木全国町村会副会長・田村総務副大臣・菅総務大臣・
安倍内閣総理大臣・大野総務副大臣・山出全国市長会会長
後列左から、工藤南部町長・寺島乙部町長（北海道）・髙野佐渡市長（新
潟県）・久保田宇治市長（京都府）・森薩摩川内市長（鹿児島県）・笠松上
勝町長（徳島県）

農
林
水
産
副
大
臣
賞
受
賞
作
品

表彰を受ける鈴木さん（左）

　

総
務
省
で
は
、
独
自
の
振
興
施

策
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り

組
む
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支

援
措
置
を
新
た
に
講
ず
る
「
頑
張

る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
来

年
度
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
最
初
の
事
業
と
な
っ
た
今

回
の
懇
談
会
に
は
、
地
場
産
品
の

発
掘
や
観
光
振
興
・
交
流
な
ど
の

特
色
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
全
国
六
市
町
村
長
が
招
か
れ

ま
し
た
。

農林水産省主催のフォトコンクール
チェリーセンターを題材に副大臣賞受賞

　農林水産省が主催する「農山漁村男女共同参画

いきいきフォトコンクール」に、南部町と共同で

応募した鈴木宣建さん（三戸町）の作品が、農林

水産副大臣賞を受賞しました。「朝５時のチェリー

センター～女性の直売施設を支える“父ちゃん

の会”～」というタイトルの作品は、朝５時から

の陳列スタートを前にスタートラインに立つ名川

チェリーセンター 101 人会の会員と、直売施設

を応援する父ちゃんの会会員が場所取りに協力し

ている姿を撮影したものです。

　鈴木さんは、三八地域県民局地域農林水産部

普及指導室三戸普及分室

に勤務されており「チェ

リーセンターを題材にし

た作品で受賞でき、とて

もうれしく思います」と

話していました。

　豊かな地域資源を活かした達者村ブランドを確立
するため、認証産品制度の活用や新たな商品の開発
に取り組むとともに、村の内外で商品を手にできる
ようキャンペーンを通じた販路拡大等を検討・実施
するための部会です。

【検討事項の一例】
・達者村ブランドの開発・地域での販売網の強化
・販売促進キャンペーンの実施　など

【構成メンバー】
区　分 所属団体 氏　名

部 会 長 南部町食生活改善推進員 平田恵美子

副部会長 南部七草会 久保田省一

ファシリテーター ふくちフレッシュ会 平野　規子

委　　員

名川チェリーセンター101人会 掛端　愛子

達者村特産品協議会 本多　ツヱ

達者村ホームスティ連絡協議会 川守田久美子

福地なまず養殖出荷組合 高橋　隆博

農林課 大羽澤正樹

記 録 係 農林課グリーン・ツーリズム推進室 八木田信夫

　町内で製造・販売されている様々な
特産品の数々をより多くの人に知って
いただくとともに、今は眠っている魅
力ある産品を積極的に掘り起こし、「達
者村の活力」としていけるようにがん
ばっていきます。
　改めて感じている「町の交流資源の
奥深さ」を、より多くの方に伝えられ
るようがんばります。

　

懇
談
会
で
は
、
菅
総
務
大
臣
か

ら
の
開
会
宣
言
及
び
趣
旨
説
明
の

後
、
安
倍
総
理
が
「
地
方
の
活
力

な
く
し
て
、
活
力
あ
る
日
本
な
し
。

し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
い
る
地
域

を
応
援
し
て
い
き
た
い
の
で
率
直

な
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
く
意
見
聴
取
及
び
意
見
交

換
に
お
い
て
工
藤
町
長
は
、
達
者

村
を
柱
と
し
た
各
種
交
流
事
業
を

紹
介
し
た
ほ
か
「
継
続
し
た
取
り

組
み
こ
そ
が
成
果
を
生

む
」
と
、
地
方
が
腰
を

据
え
て
事
業
に
取
り
組

め
る
仕
組
み
づ
く
り
を

要
望
。
総
括
で
安
倍
総

理
は
「
工
藤
町
長
か
ら

の
意
見
も
当
然
だ
と
思

う
」
と
理
解
を
示
し
た

ほ
か
、「
地
方
が
元
気

に
な
る
よ
う
イ
ノ
シ
シ

に
な
っ
て
引
っ
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
介

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
介

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
介

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
介

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
介

安
倍
総
理
に「
達
者
村
」の
取
り
組
み
を
紹
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達者村づくり委員会　専門部会紹介 ⑤

認証産品開発販売促進部会

部会長からひと言 !!
認証産品開発販売促進部会長　平田恵美子



広報なんぶちょう２月号5

このコーナーでは、達者村づくり委員が町内の達者な人々を独自の視点で取材し、紹介していきます

「町民一丸になって頑張ろう！」と

団結を誓い合い、開村への気勢をあげました

伝統の製法を受け継ぎ、120年にわたる歴史伝統の製法を受け継ぎ、120年にわたる歴史
ある店を達者に切り盛りする小田桐ご夫妻ある店を達者に切り盛りする小田桐ご夫妻

夏堀委員（右）による取材風景

壇上では、開村に向けた力強い決意表明

や意気込みの数々が披露されました

　

南
部
町
本
庁
舎
前
に
あ
る

「
森
田
麹
、
味
噌
店
」
の
歴
史

は
古
く
、
創
業
は
今
を
遡
る
こ

と
約
１
２
０
年
前
に
な
り
ま
す
。

同
店
の
５
代
目
店
主
を
務
め
て

い
る
友
彦
さ
ん
が
店
を
継
ぐ
意

志
を
固
め
た
の
が
約
10
年
前
。

「
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
、
何
よ

り
も
一
番
う
ま
い
と
思
っ
て
い

た
味
噌
を
簡
単
に
無
く
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
強
く
思
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

以
来
、
先
代
か
ら
米
や
大
豆
、

水
へ
の
こ
だ
わ
り
を
は
じ
め
、

「
伝
統
の
味
」
を
生
み
出
す
手

法
を
徹
底
し
て
叩
き
込
ま
れ
、

現
在
は
幸
子
さ
ん
と
と
も
に
店

を
切
り
盛
り
す
る
毎
日
で
す
。

　

近
年
、
高
度
情
報
化
社
会
が

実
現
し
た
反
面
、
能
力
・
成
果

主
義
が
徹
底
し
て
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
逆
に

こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
振
り
返

り
、
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
取

り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
も
活
発

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
同
店

の
こ
だ
わ
り
は
時
代

に
即
し
、
消
費
者
の

要
求
を
捉
え
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
伺
っ

た
と
こ
ろ
「
味
噌
造

り
の
手
法
も
店
も
、

何
も
変
わ
ら
な
い
。

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

激
動
す
る
中
で
世
の
中
が
私
た

ち
に
合
っ
た
と
考
え
て
い
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
食
べ
物
は
健
康
に
直
結
し

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
良

い
物
を
食
べ
て
欲
し
い
で
す
」

と
語
る
小
田
桐
ご
夫
妻
。
私
も

同
店
の
味
噌
の
フ
ァ
ン
の
一
人

で
す
が
、
昔
か
ら
の
伝
統
が
染

み
つ
き
、
酵
母
が
住
み
着
い
て

い
る
家
や
柱
な
ど
の
財
産
を
伝

承
し
つ
つ
、
世
の
中
に
流
さ
れ

ず
「
こ
だ
わ
り
」
を
持
っ
て
達

者
な
麹
・
味
噌
づ
く
り
に
励
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
町
の
交
流
資
源
の
活
用
拡
大
を
目
指
し
、

青
森
県
が
策
定
し
た
「
あ
お
も
り
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
達
者
村
開
村
を

目
指
し
、
三
村
知
事
や
工
藤
名
川
町
長
（
当

時
）
ほ
か
、
活
動
の
原
動
力
と
な
る
地
域
住

民
の
方
々
ら
、
あ
わ
せ
て
１
０
０
人
が
開
村

に
向
け
て
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

　このコーナーでは、農業体験や郷土文化、自然景観など地元に
ある交流資源を活用し、町へおいでになるお客様と地元住民との
より一層の交流推進を図っている「達者村」の取り組みについて、
その歩みを写真と共にたどります。

　

今
回
の
達
者
人
コ
ラ
ム
で
は
、
食
事
や
睡
眠
な
ど
、
人
間
と
し
て
生
き

物
と
し
て
本
来
必
要
と
す
る
時
間
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
な
か
「
本
物
」
に

こ
だ
わ
り
、
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
味
噌
を
提
供
し
つ

づ
け
て
い
る
小
田
桐
友
彦
さ
ん
、
幸
子
さ
ん
ご
夫
妻
（
苫
米
地
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

取
材
・
執
筆

達
者
村
づ
く
り
委
員
会
委
員

夏　

堀　

剛　

充（
高
橋
）

写真でたどる達者村史
～新たなる一歩に向けて～

新
連
載

達
者
村
結
団
式

（
平
成
16
年
３
月
16
日
・
南
部
芸
能
伝
承
館
）
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「名
めいがくどう

岳堂」小田原　勉さん

　

達
者
村
認
証
産
品
に
認
証
さ

れ
た
特
産
品
に
は
、
達
者
に
役
立

つ
証
と
し
て
「
達
者
村
認
証
産
品

マ
ー
ク
」
を
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
、
お
客
様
が
特
産
品
を
選
ぶ
と

き
の
目
安
と
し
て
他
の
特
産
品
と

の
差
別
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
63
品
目
が
認
証
さ
れ
て

お
り
、
次
に
よ
り
申
請
の
受
け
付

け
を
し
ま
す
。
今
回
、
認
証
を
受

け
た
特
産
品
は
、
３
月
に
作
成
す

る
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。
認
証
を
受
け
て

自
慢
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

■受付期間　　２月１日（木）～２月 28日（水）

■認証申請できる特産品数■認証申請できる特産品数　　１人（１団体）につき３点以内と　　１人（１団体）につき３点以内と

なり、申請用紙は特産品ごとの記入となります。なお、申請特なり、申請用紙は特産品ごとの記入となります。なお、申請特

産品については新製品・既存製品を問いません（既に認証を受産品については新製品・既存製品を問いません（既に認証を受

けた人でも別な品目で申請可能です）。

■認証の有効期限　　２年間。ただし、更新の申請をすることに　　２年間。ただし、更新の申請をすることに

より、更に２年間の認証期間更新が可能です。

■認証審査　　３月に特産品のサンプルを提出していただき、達　　３月に特産品のサンプルを提出していただき、達

者村特産品認証委員会で認証の適否について審査をします。

■申込み方法　　農林課（名川分庁舎）のほか、福地総合サービ　　農林課（名川分庁舎）のほか、福地総合サービ

ス課（本庁舎）、南部総合サービス課（南部分庁舎）に備え付

けの申請書に必要事項を記入のうえ、農林課へ提出してくださ

い。

■問い合わせ先　　農林課グリーン・ツーリズム推進室

（名川分庁舎・☎ 0178－76－2111）

　

達
者
村
認
証
産
品
は
、達
者
（
安

全
・
安
心
・
健
康
）
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
達
者
村
（
南
部
町
）
自
慢

の
特
産
品
と
し
て
町
内
外
の
消
費

者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
、
お
菓
子

や
農
産
加
工
品
、
手
芸
工
芸
品
な

ど
、
現
在
63
品
目
が
認
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
様
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く

た
め
、
認
証
産
品
を
今
月
か
ら
連

載
で
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
目
は

名
川
地
区
上
名
久
井
で
和
・
洋
菓

子
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
「
名

岳
堂
」
の
お
菓
子
４
品
で
す
。

　町特産の農産物を使用し、丹誠込めて

作っています。地元の味をぜひご堪能く

ださい。贈答用詰め合わせもいたします

ので、お気軽にご相談ください。

●名岳堂　上名久井字下モ町８

　☎ 0178－76－2220

● この４品は名岳堂のほか、チェリウスでも販売しています

● 達者村認証産品をカラーで紹介したパンフレットもあります。必

要な方は、町ホームページからPDFファイルをダウンロードするか、

農林課（名川分庁舎・☎ 0178－76－2111）までご連絡ください

干柿を練りこんだ白あんを、

季節の風物詩である干柿の

形にアレンジしたお菓子で

す。　　　　（105円／個）

チェリーブランデーや砂糖

煮したさくらんぼを使用し

た、ミニパウンドケーキで

す。　　　　（105円／個）

さくらんぼの風味と酸味を

より一層味わえるよう、工

夫に工夫を凝らしたゼリー

です。　　　（126円／個）

甘露煮にした梅を丸ごと一

個白あんで包み、更にまん

じゅうの生地で包んだ焼饅

頭です。　　（126円／個）

達者村
認証産品

達者をキーワードに達者をキーワードに
認証された自慢の特産品

里　柿さくらんぼ畑

さくらんぼゼリー  梅 の 精

No.01



あたたかい善意に感謝
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貸出ランキング　12月 16 日～１月 15 日

としょしつ通信

私
達
の
ふ
る
さ
と
「
達
者
村
」
に
向
け
て

私
達
の
ふ
る
さ
と
「
達
者
村
」
に
向
け
て

達者村をアピールする谷中夫妻（中央）

●一般図書
順位 タ　イ　ト　ル 著　者

１ ZOO 乙一

２ 沈まぬ太陽１ 山崎豊子

３ 沈まぬ太陽５ 山崎豊子

４ オール１の落ちこぼれ、教師になる 宮本延春

５ 赤い指 東野圭吾

●児童図書
順位 タ　イ　ト　ル 著　者

１ 忍たま乱太郎  ねらわれたカービン銃 尼子騒兵衛

２ 新ウォーリーのふしぎなたび マーティン・ハンドフォード

３ かいけつゾロリのきょうふのプレゼント 原ゆたか

４ いたずらまじょ子のへんしんごっこ 藤真知子

５ わかったさんのアイスクリーム 寺村輝夫

　昨年 12 月、名川ロー

タリークラブ（有谷賢司

会長）から、町の人材育

成に役立ててほしいと

10万円の寄付をいただ

きました。

　また、福地地区苫米地

にお住まいの夏堀タケさ

んから、手づくりお手玉

300個を福地保育園に寄

贈していただきました。

　どうもありがとうござ

います。

生
活
体
験
」
を
話
す
機
会
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
の
席
上
、
味
と
香
り

で
有
名
な
「
北
斗
」
を
、
ち
ょ
う

ど
南
部
町
か
ら
取
り
寄
せ
た
ば
か

り
で
し
た
の
で
持
参
し
、
皆
で
試

食
し
な
が
ら
、
そ
の
味
の
良
さ
や

他
の
り
ん
ご
と
の
違
い
な
ど
、
り

ん
ご
談
義
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
斗
は
芯
黒
と
か
で
あ
ま
り
市

場
に
は
出
ず
、
ま
た
生
産
量
も
少

な
い
そ
う
で
す
ね
。
美
味
し
い
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
特
徴
な
ど
き

ち
ん
と
表
示
し
納
得
し
て
買
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い

ま
す
。「
南
部
町
に
行
か
な
け
れ

ば
本
物
の
り
ん
ご
の
味
は
味
わ
え

ま
せ
ん
よ
」
と
会
議
時
間
が
延
長

に
な
る
ほ
ど
大
い
に
南
部
町
自
慢

を
し
た
会
議
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
本
題
の
、
達
者
村
で
い
か

に
し
て
楽
し
み
を
見
つ
け
、
生
活

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

都
会
人
（
会
社
人
間
）
が
考
え
て

い
る
田
舎
で
の
生
活
は
人
様
々
で
、

ま
た
、
夫
と
妻
で
は
楽
し
み
か
た

も
大
き
く
違
う
の
で
、
な
か
な
か

田
舎
暮
ら
し
を
実
現
で
き
な
い
の

が
現
実
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た

で
す
。

　

夫
は
畑
作
り
を
望
み
、
妻
が
乗

り
気
に
な
ら
な
い
と
い
う
パ
タ
ー

ン
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、
私
自

身
、
達
者
村
で
の
一
番
の
楽
し
み

と
収
穫
は
良
き
友
を
得
た
こ
と
で

し
た
。
良
き
人
と
の
出
会
い
が
一

番
大
切
。
達
者
村
を
訪
れ
た
人
達

が
感
激
す
る
こ
と
は
、
景
色
や
畑
、

食
べ
物
、
そ
し
て
一
番
は
人
と
の

出
会
い
と
つ
な
が
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
そ
う
感
じ
た
会
議
で

し
た
。

　

「
某
社
の
役
員
会
議
に
て
」

　

昨
年
11
月
、
都
内
の
あ
る
会
社

の
役
員
会
で
「
達
者
村
に
お
け
る

としょしつ通信
名川中学校図書室１階（☎ 0178-76-3121）名川中学校図書室１階（☎ 0178-76-3121）

読
み
聞
か
せ
を
学
ぶ
会
・
お
は
な
し
会

ひ
に
ち　

２
月
25
日
（
日
）

じ
か
ん　

10
時
〜
10
時
30
分　

読
み
聞
か
せ
を
学
ぶ
会

　
　
　
　

10
時
30
分
〜
11
時　

お
は
な
し
会

テ
ー
マ　

ひ
な
祭
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
達
者
村
へ
の
長
期
滞
在
経
験
を
持
つ
谷
中
藤

雄
さ
ん
・
正
子
さ
ん
夫
妻
に
首
都
圏
在
住
者
の
視
点
か
ら
達
者
村
の

良
い
点
や
改
善
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
シ

リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

特
派
員　

谷
中
藤
雄
・
正
子
ご
夫
妻

私
達
の
ふ
る
さ
と
「
達
者
村
」
に
向
け
て（

文
と
写
真
…
谷
中　
　

）

藤
雄

　
　

）

藤
雄

　
　

）

正
子

　
　

）

正
子

　
　

）



県
予
選
を
突
破
し
、い
ざ
全
国
へ

式に参加した新成人

新成人としての決意を語る

木村充さん（左）と佐々木舞さん（右）

工藤町長（左）から記念品の目録を受取る

澤田佳奈恵さん（右）

プライバシー保護のため、

インターネットへの掲載は省略します

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
は
省
略
し
ま
す

　

平
成
19
年
南
部
町
成
人
式
が
１

月
７
日
に
名
川
町
民
ホ
ー
ル
「
楽ら

楽ら

ホ
ー
ル
」
で
行
わ
れ
、
華
や
か

な
振
り
袖
や
新
調
し
た
ス
ー
ツ
に

べ
き
か
を
考
え
、
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て

木
村
充
さ
ん
と
佐
々
木
舞
さ
ん
が

「
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
な

が
ら
常
に
自
分
自
身
を
磨
き
、
地

域
社
会
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

精
一
杯
の
努
力
を
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
、
新
た
な
門
出
の
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
森

知
英
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
も
行
わ
れ
、
森
さ
ん
は
優
雅

な
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
奏
で
な
が
ら
、

新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
て
い
ま

し
た
。

身
を
包
ん
だ
新
成
人
は
、
同
級
生

と
の
再
会
を
喜
び
二
十
歳
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
２
８
５
人
の
う
ち
、
２

１
５
人
が
出
席
し
て
の
式
典
で
は
、

工
藤
町
長
が
「
今
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
自
分
と
向
き
合
い
、
自
分

の
可
能
性
を
見
出
す
努
力
で
夢
を

現
実
の
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、
新
成
人
代
表
の

澤
田
佳
奈
恵
さ
ん
に
記
念
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。
続
く
祝
辞
で
工
藤

議
長
は
「
将
来
、
皆
さ
ん
が
社
会

の
中
枢
を
担
う
と
き
に
幸
せ
な
生

活
を
送
る
た
め
に
も
、
今
何
を
す

　

南
部
町
空
手
道
協
会

（
秋
葉
真
悟
協
会
長
）
会

員
の
児
童
４
人
が
、
昨
年

11
月
に
開
か
れ
た
県
の
予

選
会
で
上
位
入
賞
し
、
３

月
に
東
京
武
道
館
で
行
わ

れ
る
「
文
部
科
学
大
臣
旗

争
奪
全
日
本
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会
」
に
出

場
し
ま
す
。

　

出
場
選
手
は
い
ず
れ
も

南
部
小
の
児
童
で
、
組
手

競
技
に
は
中
里
瑞
穂
さ
ん
、

赤
石
真
帆
さ
ん
、
相
内
優

太
く
ん
の
３
人
。
形
の
部

に
は
相
内
美
空
さ
ん
が
出

場
し
ま
す
。
全
国
大
会
に

向
け
、
選
手
達
は
毎
週
、

練
習
場
で
寒
さ
に
負
け
ず

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

決意も新たに二十歳の門出
南部町成人式

県
予
選
を
突
破
し
、い
ざ
全
国
へ



● 申込み・問い合わせ先　南部町役場 名川分庁舎　商工観光課（☎ 0178－76－3230）　〒 039-0595  南部町大字平字広場 22

職　種 人数 業務内容 雇用期間 勤務時間等 賃金

名川チェリリ
ン村村長

１人

名川チェリリン村をはじめ、法光
寺周辺の各観光施設等の管理運営
に関する事務並びに作業を掌理し、
所属する職員を管理

４月中旬から
10月31日まで

週40時間以内
８時から

17時まで

日額
5,600円※１

名川チェリリ
ン村臨時職員

４人
名川チェリリン村をはじめ、法光
寺周辺の各観光施設等の管理運営
に関する事務並びに作業 日額

5,400円※１

ながわ農業観
光案内所臨時
職員

１人 農業観光に関する事務並びに作業

ふるさとの森
公園・長谷ぼ
たん園管理人

１人
ふるさとの森公園及び長谷ぼたん
園管理運営に関する事務並びに作
業を掌理し、所属する職員を管理 ４月上旬から

11月30日まで

週40時間以内
８時15分から

17時まで

日額
5,600円※２

ふるさとの森
公園・長谷ぼ
たん園作業員

２人
ふるさとの森公園及び長谷ぼたん
園管理運営に関する環境整備（草
刈り、清掃作業等）

日額
5,400円※２

※１　社会保険（健康保険・厚生年金）に加入します。交通費は支給しません。
※２　労働保険に加入します。交通費は支給しません。

・次に掲げる項目のいずれにも該当しない方。

破産の宣告を受けて復権を得ない方／成年被後見人及び被保佐人／禁錮以上の刑に処せられた方／

南部町の職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない方／日本国憲法施

行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党

その他の団体を結成し、又はこれに加入した方

・名川チェリリン村村長については、キャンプ等アウトドア活動に関する知識を有する方。

・ふるさとの森公園・長谷ぼたん園管理人については、ぼたんの生育に関する知識や技術を有する方。

・名川チェリリン村村長、名川チェリリン村臨時職員とも、公園区域内の草刈り・清掃作業等に従事す

るため、身体健康で普通自動車運転免許の所持者に限ります。

・名川チェリリン村臨時職員、ながわ農業観光案内所臨時職員とも、パソコン操作（ワープロ・表計算）

に習熟している方を優先します。

職
種
・
募
集
人
数
・
業
務
内
容
・
雇
用
期
間
・
賃
金
等

採
用
の
条
件

応
募
書
類

受
付

試
験

・受験願書

・履歴書（自筆、６ヶ月以内に撮影した縦４㎝×横３㎝程度の正面からの顔写真貼付）

・住民票謄本

・戸籍抄本

・健康診断書（６ヶ月以内に国立もしくは公立病院、大学病院、日本赤十字病院、労災病院が発行したもの）

・普通自動車運転免許証の写し（名川チェリリン村村長、名川チェリリン村臨時職員のみ）

　受験願書、履歴書は商工観光課（名川分庁舎）に備えているほか、町ホームページからもダウンロー

ドすることができます。郵送で請求する場合は「（希望する臨時職員の種類）受験書類請求」と朱書きし、

120 円の切手（速達の場合は 390 円）を同封のうえ、商工観光課宛送付してください。

　平成 19年２月１日（木）から２月 20日（火）の８時 15分から 17時までに、商工観光課（名川分庁

舎）へ提出してください（土・日・国民の祝日は除く）。郵送の場合、当日消印有効。

・試験日時、会場／平成 19年３月上旬（詳しくは後日、応募者に通知します）

・試験内容／面接

・携行品／特になし

臨 時 職 員 募 集臨 時 職 員 募 集
名川チェリリン村、ながわ農業観光案内所名川チェリリン村、ながわ農業観光案内所
ふるさとの森公園・長谷ぼたん園ふるさとの森公園・長谷ぼたん園
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下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
改

善
及
び
住
環
境
整
備
を
目
的
に
、
下
水

道
事
業
（
公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
及
び
団
地
排
水
事
業
）
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
順
次
供
用
開
始
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
済
み
地
区
に
お
住
ま
い
で

未
接
続
の
方
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
近
日
の
供
用
開
始

予
定
地
区
の
方
は
接
続
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。
供
用
開
始
済
み
、
今
後
の

供
用
開
始
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
供
用
開
始
済
地
区

苫
米
地
地
区
、
片
岸
地
区
、
下
名
久

井
地
区
、
あ
か
ね
地
区
、
東
あ
か
ね

地
区

■
今
後
の
供
用
開
始
予
定
地
区

▽
上
名
久
井
地
区
（
大
字
平
の
一
部
）

＝
平
成
19
年
４
月
、
同
地
区
（
そ
の

他
の
地
区
）
＝
平
成
21
年
４
月

▽
福
田
地
区
（
大
字
福
田
、
高
橋
、
小

泉
）
＝
平
成
20
年
４
月

▽
南
部
処
理
区
（
大
字
大
向
、
沖
田
面

の
一
部
）
＝
平
成
23
年
４
月

■
問
い
合
わ
せ
先　

南
部
町

環
境
衛

生
課
（
☎
０
１
７
８

－

８
４

－

２
１

１
１
）

申告期間
平成19年２月６日（火）～３月 15日（木）

　平成 19年度の町県民税申告受付を、次により行いますので、指定された会場にお越しくださるようお願いし

ます。所得の申告は、町県民税・国民健康保険税の課税のもとになるだけでなく、所得の証明や各種給付を受け

るための判定資料となります。忘れないで期間内に申告しましょう。

　なお、事情により期間内に申告できない方は、税務課に必ずご連絡ください。

■申告の際に持参するもの
　①　印鑑

　②　給与所得者及び公的年金受給者の方は、源泉徴収票

　③　事業者（農業・営業等）の方は、収入経費関係書類等及びそれらを記入した「収支計算内訳書」

※「収支計算内訳書」は税務署、税務課（南部分庁舎）、申告受付会場に用意してあります

　④　所得税の還付申告をする方や口座振替納付をする方は、本人名義の口座番号の控え及び通帳印

　⑤　国保税、国民年金、生命保険料、損害保険料、医療費等の支払証明書又は領収書

■申告受付会場（日程は次ページのとおり）

　・南部町農村環境改善センター「福寿館」（☎ 0178－84－2648）

　・南部町立中央公民館（☎ 0178－76－2323）

　・南部町立剣吉公民館（☎ 0178－75－0797）

　・南部町ふれあい交流プラザ（☎ 0179－22－2011）

　※税務課（南部分庁舎）では申告受付しませんので、ご注意ください

■申告書の配布について
　①　税務課から申告書は配布しません

　※申告書は申告受付会場で作成します

　②　申告関連の用紙は、税務課（南部分庁舎）及び申告受付会場に用意してあります

■問い合わせ先■問い合わせ先　南部町 税務課（☎ 0179－34－2111）　南部町 税務課（☎ 0179－34－2111）
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健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

　

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
で
は
、
次
に

よ
り
「
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

３
月
10
日
（
土
）

■
時
間

13
時
15
分
〜
16
時

■
内
容　

特
定
医
療
法
人
博
進
会
・
南

部
医
院
の
原
田
正
智
院
長
に
よ
る
講

演
及
び
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ア
ク

ア
ビ
ク
ス

■
場
所　

ア
ヴ
ァ
ン
セ
ふ
く
ち
及
び

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち

■
参
加
料

▽
南
部
町
民
＝
５
０
０
円

▽
町
外
の
方
＝
１
、０
０
０
円

■
定
員

60
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み
期
限　

３
月
３
日
（
土
）

■
申
込
み
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
、

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
フ
ロ
ン
ト
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
ふ
く
ち
（
☎
０
１

７
８

－

８
４

－

２
８
５
０
）

期　日 会　場 地　　区

２月27日火

剣吉公民館

町民室

虎渡・あじさい

28日水 上中町

３月１日木 荒町・桜町

２日金 桜本町・上斗賀

５日月 新開地・下斗賀

６日火 森越・森林・向山

８日木

ふれあい
交流プラザ

ホール

二又・古町・馬場・正
寿寺・小向・６区

９日金 ５区・７区・８区・諏
訪ノ平・相内

12日月
９ 区・10 区・11 区・
門前・小波田第１・小
波田第２

13日火 沖田面・赤石・玉掛

14日水
全町内
（福地・名川・南部地区）

15日木

期　日 会　場 地　　区

２月６日火

農村環境
改善センター
「福寿館」

多目的ホール

あかね１区･あかね２
区

７日水 あけぼの・第２あけぼ
の・東あかね

８日木
苫米地上・苫米地中・
苫米地後・苫米地下・
苫米地駅前団地・椛木

９日金 片岸・高橋・小泉・板
橋

13日火 麦沢・福田・中央

14日水 埖渡・杉沢・法師岡

16日金

中央公民館

町民室

上川原・高瀬・法光寺

19日月 上名久井上・上名久井
下

20日火 平・野場

21日水 広場・助川・横沢・五
日市団地

22日木 五日市・下名久井

23日金 鳥舌内・沢田・鳥谷

２月 15日（木）、26日（月）、３月７日（水）は移動日のため、申告受付は行いませんので、ご注意ください。

申 告 受 付 日 程 〈受付時間：９時～11時、13時～16時〉

平成 19年度  町民税・県民税申告受付



木 金 土 SATURDAY／日 SUNDAY

22日 23日

１日 ２日

８日 ９日

24日

25日

３日

４日

10日

11日

可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

ペットボトル 名川Ｂ、南部Ｂ

新・雑・チラシ 名川Ａ、南部Ａ

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ
可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

段ボール 名川Ｂ、南部Ｂ

15日 16日 17日

18日

可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地 可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

個・名病 三種混合、麻しん風しん

個・小向 麻しん風しん

建国記念の日

可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

1・6 ぼたんの里

南部地区

南部分庁舎（13時～15時）

行政・人権

乳健 ゆとりあ

名川Ａ、南部Ａ

段ボール 名川Ａ、南部Ａ

８日 ９日 10日
可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地 可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

個・名病 三種混合、麻しん風しん

段ボール 名川Ａ、南部Ａ

個・小向 三種混合

新・雑・チラシ 名川Ｂ、南部Ｂ

11日

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

新・雑・チラシ 名川Ｂ、南部Ｂ

ペットボトル

個・小向 三種混合

南部地方えんぶり

南部地方えんぶり

南部町福地地区芸能・文化祭

３月１日 ２日 ３日

４日

広報３月号発行予定日
段ボール 名川Ｂ、南部Ｂ

可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん
名川Ａ、南部Ａ

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

ペットボトル

南部町ふれあい健康まつり

南部町女性室内運動会
氷上綱引き大会

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

達者村フォーラム

THURSDAY FRIDAY

個・小向 …個別接種（小向クリニック）受付8時30分～12時、13時30分～16時 個・南医 …個別接種（南部医院）受付10時～11時、17時～18時

個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付14時30分～15時 個・名病 …個別接種（名川病院・要予約）受付13時～13時30分

個・南病 …個別接種（南部病院）受付13時～13時30分 個・ナンブ …個別接種（ナンブクリニック）受付13時～13時30分

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
抜
き
取
っ
て
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す

集団 …集団予防接種（受付13時～13時30分）



月 火 水

19日 20日 21日

26日 27日 28日

５日 ６日 ７日

可燃 福地

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

可燃 名川Ａ、南部Ａ

可燃 名川Ａ、南部Ａ

個・川外 三種混合、麻しん風しん

麻しん風しん

個・名病 三種混合、麻しん風しん

個・南医

可燃 名川Ａ、南部Ａ

ビン 名川Ｂ、南部Ｂ

不燃 名川Ａ、南部Ａ 個・南医 三種混合

個・ナンブ 麻しん風しん

福地缶・ビン・ペット

13日 14日
可燃 名川Ａ、南部Ａ、福地 可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

個・南病 三種混合

集団 ポリオ（ぼたんの里）

ビン 名川Ａ、南部Ａ

不燃 名川Ｂ、南部Ｂ

名川地区

剣吉公民館（13時～15時）

行政・人権

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

個・川外 三種混合、麻しん風しん

可燃 福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

可燃 福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

ビン 名川Ｂ、南部Ｂ

不燃 名川Ａ、南部Ａ 不燃 福地

乳相 ぼたんの里（南部地区）

４相 ぼたんの里（南部地区）

個・川外 三種混合、麻しん風しん

５日 ６日 ７日
可燃 名川Ａ、南部Ａ

名川地区

中央公民館（13時～15時）

行政・人権

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

個・川外 三種混合、麻しん風しん

可燃 福地

個・名病 三種混合、麻しん風しん

ビン 名川Ｂ、南部Ｂ

不燃 名川Ａ、南部Ａ 不燃 福地

２歯 中央公民館

雑・チラシ・古布・缶・ビン・ペット 福地集団 BCG（ぼたんの里）

個・川外 三種混合、麻しん風しん

福地新聞・段ボール

可燃 名川Ｂ、南部Ｂ

12日振替休日
ごみの収集はありませんので、ご注意
ください

ビン 名川Ａ、南部Ａ

不燃 名川Ｂ、南部Ｂ

福地地区

福地公民館（13時～15時）

行政・人権

WEDNESDAYTUESDAYMONDAY

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）

名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）

南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）

南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）

福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）

福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）

福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

…行政相談・人権相談行政・人権

1・6 …１歳６ヶ月児健診（H17.6～H17.7生）受付12時～12時20分

４相 …４歳児相談（H14.5～H14.7生）受付13時～13時30分

乳相 …乳児相談（H18.10～H18.12生）受付9時30分～10時、（H18.2～H18.4生）受付10時～10時30分

乳健 …乳幼児健診（H18.8～H18.9生）受付12時30分～13時 ２歯 …２歳児歯科健診（H16.7～H16.8生）受付12時50分～13時10分



ママと一緒にリズム遊び

　２月。大人の渋い顔とはうらはらに、雪遊びが大好きな子ども達に、とてもうれしい月がやっ
てきました。今年も園庭にたくさん雪が積もることでしょう。
　今月は、この地域ならではの冬の自然にすっぽりとうずもれて、親も子も自然を満喫できれ
ばと思い、雪遊びを計画しています。寒さに負けず、今月もたくさん参加し遊んでくださいね。

　子育て支援センターでは、お母さん方の子育てを応援します。どうぞお気軽においでくださ
い。お待ちしております。

申込み・問い合わせ先

なんぶ保育園　子育て支援センター

☎０１７9－３４－３０３４

申込み・問い合わせ先

福地保育園　子育て支援センター

☎０１７８－８４－４１１８
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●ふれあいの場　リズム遊び、制作、散

歩など、いろいろな活動を親子で楽し

みます

●子育て相談　電話・来園により、子育

てに対する不安などの相談に応じます

●サークル活動支援　育児しながら自分

達のやりたい事を楽しくやってみたい、

そんな方々のサークルづくりを応援し

ます

●母親講座　専門の講師による実技、講

演などお父さん、お母さんのための勉

強会です

●保育園開放、園行事に参加　保育園の

広いホールや園庭で遊んでみましょう。

運動会、おゆうぎ会等に参加し、保育

園の子ども達と楽しく過ごしましょう

今月の行事予定今月の行事予定今月の行事予定今月の行事予定
９時30分～11時９時30分～11時９時30分～11時

今月の行事予定今月の行事予定今月の行事予定今月の行事予定
９時30分～11時９時30分～11時９時30分～11時
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２月１日 木 巡回バスＡコース

２日 金
健康相談、水中運動体験教室、ヘルシー塾水
中運動教室

３日 土 社交ダンス教室、エアロビクス教室

４日 日

５日 月 小学生水泳教室、水中運動教室

６日 火 女性水泳教室

７日 水
流水健康教室、エアロビクス教室、
初心者水泳教室

８日 木 巡回バスＢコース

９日 金
健康相談、水中運動体験教室、
町民温泉健康法教室、水中ウォーキング教室

10日 土 社交ダンス教室、エアロビクス教室

11日 日 アクアビクス体験教室

12日 月

13日 火 女性水泳教室

14日 水
流水健康教室、エアロビクス教室、
初心者水泳教室

15日 木 休館日

16日 金
健康相談、水中運動体験教室、
ヘルシー塾水中運動教室２

17日 土
赤坂いね子一行芸能ショー、
社交ダンス教室、エアロビクス教室

18日 日

19日 月 小学生水泳教室、水中運動教室

20日 火 女性水泳教室

21日 水
流水健康教室、エアロビクス教室、
初心者水泳教室

22日 木 巡回バスＣコース

23日 金
健康相談、水中運動体験教室、
町民温泉健康法教室、水中ウォーキング教室

24日 土 社交ダンス教室

25日 日 ふくちアイスアリーナ杯争奪氷上綱引き大会

26日 月 小学生水泳教室、水中運動教室

27日 火

28日 水
流水健康教室、エアロビクス教室、
初心者水泳教室

３月１日 木 巡回バスＡコース

２日 金
健康相談、水中運動体験教室、
ヘルシー塾水中運動教室

３日 土 社交ダンス教室、エアロビクス教室

４日 日

＊Ａコース＝麦沢～高橋～小泉～苫米地～片岸～バーデパーク
＊Ｂコース＝埖渡～田ノ沢～東あかね～あかね～板橋～

簗久保～福田～バーデパーク
＊Ｃコース＝北山～穴久保～早坂～杉沢～小橋～椛木～

あけぼの～法師岡～平～滝田～バーデパーク

※各教室等の詳しい内容は、バーデパークにお問い合わせください

☎ 0178－84－2850

　冬場の運動不足を解消し、参加者の親睦をはかる

ことを目的に「氷上綱引き大会」を開催しますので、

どうぞお気軽にご参加ください。

■期日・出演団体

２月 17日（土）赤坂いね子一行

３月 17日（土）沢のぼる一行

■時　間　開場 11 時／開演 12 時 30 分／終演 14

時 30分（予定）

■入場料　前売券大人 1,000 円（各回限定 160 枚）

■その他　前売券はバーデハウスふくちフロントで

販売しています。前売券は全館利用当日

券、天ぷらそばが付くほか、当日開催す

る水中運動教室（10 時 30 分～ 11 時）

にも無料参加できます

■日　時　２月 25日（日）10時

■会　場　ふくちアイスアリーナ

■参加資格　小学生以上（中学生は大人の部）

　１チームは選手、補欠を含めて９人以

内（選手は７人、男女混合比率なし、体

重無制限）

■募集チーム数　大 人 の 部　24チーム（先着順）

小学生の部　12チーム（先着順）

■参加料（スポーツ傷害保険代含む）

大 人 の 部　１チーム 5,000 円

小学生の部　１チーム 3,000 円

■申込み　バーデハウスふくちに備付けの申込用紙

に記入のうえ、２月 18 日（日）までに

参加料を添えてバーデハウスふくちにお

申込みください

ふくちアイスアリーナ杯争奪
氷上綱引き大会　参加チーム募集

大好評の芸能ショーを観覧しませんか

だより
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優勝した女子チームと準優勝の男子チーム

１位選手を先導する留目さん（左）

認定証を手にする夏堀会長（右から２番目）

りりしい顔で白バイにまたがる留目さん

　12月 26日、青森県河川愛護里親認定証の授与式

が行われ、馬淵川を愛する会（夏堀大司会長）に里

親認定証が授与されました。青森県河川愛護里親制

度は、県の管理する河川の一定区間を、里親となる

住民団体と“養子縁組”関係を結び、共同で河川の

環境美化に取り組む制度です。

　馬淵川を愛する会は、クリーン作戦や川下りを楽

しむ会など積極的な活動をしており、今回、南部地

区・すみやの河川公園から福地地区・小滝橋まで約

16 ㎞の区間が里親の活動範囲として認定を受けま

した。夏堀会長は「住民と協力して地域のためにま

すますがんばりたい」と語っていました。

　大間町立大間中学校体育館を会場に開かれた「第

31 回青森県スポーツ少年団フェスティバル剣道競

技」に、なんぶスポーツ少年団チームが出場し、中

学校女子団体戦で優勝、中学校男子団体戦で準優勝

という成績をおさめました。

　また、同大会個人戦では、中学校女子の部で平田

恵梨さん（南部中３年）、小学校女子の部で平田莉

菜さん（向小６年）が姉妹で３位入賞しています。

　１月２日、３日に開催された「東京箱根間往復大

学駅伝競走」の往路４区と５区の先導を、南部地区

大向出身の留目英紀さんが務めました。留目さんは、

神奈川県警察本部第二交通機動隊に所属し現在４年

目。普段は交通取締りの業務を行っています。

　１位で走る選手には白バイ２台が先導するため、

12 月下旬に先導の話を受けた留目さんは、仮想コ

ースを並走する練習を積んだそうです。「１位選手

の先導はなかなかできない事なので、光栄に思いう

れしかった。箱根の山の道は狭くなったりするので、

並走は大変でした」と語る留目さんは最後に「目の

前には常にテレビカメラがあり、気が抜けなくとて

も疲れました」と冗談まじりに感想を話してくれま

した。

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちまちまままちまちまちまままちままちまままちまちまちまままちまちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののちのちちちのちのちのちちちのちちのちちちのちのちのちちちのちちのちちちのちのちのちちちのちのちのののちのちのちちちのちのちのちちちのちののののののののののののののののののののののののののののののののの
話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題
まちの
話題

馬淵川の里親に認定される
馬淵川を愛する会

箱根駅伝の先導役
南部地区大向出身の留目英紀さん

剣道競技で大健闘
青森県スポーツ少年団フェスティバル
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自分の描く夢を語るＶｉＣウーマンの代表者

加藤さんの講演に熱心に耳を傾けていました

悪天候のなか山頂を目指した参加者

　12月 22日、三八地域県民局地域農林水産部普及

指導室三戸普及分室が主催する「元気なかっちゃの

さわやか夢トーク」がチェリウスで開かれ、ＶｉＣ

ウーマンの代表者 14人が、豊かで達者に暮らせる

町にするためには、農村女性がどういう役割を果た

していくべきか等について工藤町長と意見交換を行

いました。

　トークは「産直・加工の起業活動」「修学旅行ホ

ームスティ・食育」「地域の環境づくり」の３つの

テーマで話し合われ、参加者は自分の活動を紹介し

ながら「直売所で消費者から、おいしかった、また

お願いねという声が励みになるので、おいしい心の

こもった野菜や果物づくりをしていきたい」「自分

を育ててくれた地域のために、花植えや清掃活動な

ど、できることを少しずつ行っていきたい」など、

２時間以上にわたり夢を語り合いました。

　最後に工藤町長は「皆さんの力が間違いなく町を

動かしていく。産直施設など皆さんの要望を取り入

れてバックアップしていきたい」と話していました。

　名久井岳早朝登山会では、名久井岳の自然保護意

識の高揚と健康・体力づくりを目的に、毎月第３日

曜日に名久井岳早朝登山をしています。

　12月17日には、平成18年を締めくくる登山が行

われ、約 40人の参加者は、寒波の影響で雪が積もる

厳しい天候のなか山頂を目指しました。

　下山後は、チェリウスを会場に納め会を開き、通

算 354 回の名久井岳登山を記録した同会の久保盛

会長をはじめ、参加者全員に登山回数に応じた表彰

状と記念品が贈られました。その後はせんべい汁や

甘酒で参加者の親睦を深め、１年間の名久井岳登山

を振り返っていました。

　12月 16・17 日の２日間、平成 18年度青森県青

年問題研究集会がアヴァンセふくちで開かれ、町内

外の青年団員ら約 20人が参加しました。

　集会では、元日本青年団協議会会長の加藤義弘さ

ん（宮城県）が「青年団の存在意義と地域づくり」

と題して講話をし「地域とのつながりが薄れてきて

いるが、本音を語り合える仲間づくりが必要。将来

にわたって住み続けたいという地域づくりのために

はまず、人・物・文化など地域を知ることが大事」

と話されました。

　また、日本青年団協議会常任理事の山中ちあきさ

ん（北海道）を交えた研究協議で参加者は、団の現

状や活動を発表し講師の加藤さんからアドバイスを

受けながら、課題の解決に向け語り合っていました。

ＶｉＣウーマンとは

　Vi l l age Conductor of Woman の略称で、特色あ

る地域農林水産業の推進や、住みよい社会づくり

に取り組んでいる優れた農山漁村女性リーダーの

ことで、町の推薦を受け県知事が認定します。

１年間の名久井岳登山を振り返る
名久井岳早朝登山会

団員達が青年団の存在意義を学ぶ
青森県青年問題研究集会

ViCウーマンの代表者が町長と夢を語る
元気なかっちゃのさわやか夢トーク
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青山支局長（左）から感謝状を受け取る岩舘昭一さん（右）

稽古の成果を発揮し、力いっぱい試合する剣士

生クリームたっぷりのいちごケーキづくりを楽しむ親子

受賞の喜びに工藤町長（中）を訪れた川端あきさん（左）と

息子の康裕さん（右）

　１月 14 日、“北国のいちご狩り”オープニング

セレモニーが名川地区水沢にある観光農園「ベリー

ズ司園」を会場に開かれ、約 40人の参加者が開園

を祝いました。

　セレモニーでは工藤町長が「おいしいいちごを

いっぱい食べて達者になってください」とあいさつ。

町内はもとより、八戸市や野辺地町などから参加し

た家族連れの方々は、食べ放題のいちご狩りを体験

したほか、摘みたてのいちごを使ったオリジナルい

ちごケーキづくりを楽しみ、いちご農家が作ったせ

んべい汁に舌鼓を打っていました。

　１月 10 日、南部町役場において、昨年 12 月末

に任期満了で人権擁護委員を退任された四戸伊佐見

さん（名川地区上名久井）と岩舘昭一さん（名川地

区剣吉）に、法務大臣からの感謝状が青森地方法務

局八戸支局の青山仁支局長から手渡されました。

　また、新たに人権擁護委員になられた岩間和博さ

ん（名川地区剣吉）、四戸清榮さん（名川地区上名

久井）、石井みほ子さん（南部地区沖田面）、玉川洋

子さん（福地地区杉沢）の４人と再任の方々へも、

法務大臣からの委嘱状が交付されました。

　南部町剣道協会が主催する寒稽古が１月７日から

13日まで行われ、参加した南部小学校、向小学校、

南部中学校の児童生徒約 30人が、寒さに耐えなが

ら心身の鍛錬を重ねました。

　最終日の納め会では、福田征夫剣道協会長が「寒

さの厳しいなか、最後までよくがんばりました。剣

道では気迫と気合が大事なので、その事を頭に入れ

て元気いっぱいに試合してください」とあいさつ。

その後の段位審査会で剣士達は、昇段を目指し勝ち

抜き戦に挑んでいました。

　名川地区鳥舌内の出身で、現在は三沢市でご活躍

されている服飾デザイナーの川端あきさん。昨年11

月の「2006 年全日本洋装技能コンクール」におい

て入選するとともに、社団法人日本デザイン文化協

会（森英恵理事長）から、長年にわたり服飾デザイン

文化の振興に貢献したとして表彰を受けられました。

　受賞報告に役場を訪れた川端さんに工藤町長は

「この喜びを活力に、これからもがんばってくださ

い」とエールを送っていました。
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摘みたていちごでケーキづくり
“北国のいちご狩り”オープニングセレモニー

寒さに耐え心身の鍛練
南部町剣道協会寒稽古

服飾デザイン受賞の喜びを報告
名川地区鳥舌内出身の川端あきさん

人権擁護委員を委嘱
人権擁護委員感謝状贈呈式及び委嘱状交付式
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校
歌
を
書
い
た
大
下
さ
ん
（
右
）
と

額
縁
を
製
作
し
た
中
村
さ
ん
（
左
）

ＣＭ作品を制作した達者村研究チームの皆さんと
彼氏役で出演した加藤佑也先生（左）

優勝に喜ぶ上名久井チームの皆さん

バ
ス
停
の
待
合
小
屋
を
設
置
し
た

名
川
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
有
志
の
方
々

　名川南小学校の校歌を作詞した大下正雄さん（名

川地区鳥谷）と、鳥舌内老人クラブ会長の中村忠平

さん（名川地区鳥舌内）から、同校体育館へ掲げる

校歌と額縁を寄贈していただきました。昨年４月

に開校した同校の体育館に校歌が無いのは寂しいと

思った大下さん自ら筆で歌詞を書き、その紙の大き

さに合わせて中村さんが額縁を製作したものです。

　また、小学校前にある「ながわ里バス」のバス停

には、バスを利用する児童達が悪天候でも待機でき

るようにと、同校ＰＴＡ役員有志の方々による手づ

くりの待合小屋が設置されました。

　同校の中村正寿校長は「待合小屋によって子ども

達の安全が確保され感謝するとともに、手づくりの

校歌にはあたたかさを感じ感激しています。どちら

も地元の方のボランティアによるもので、とてもあ

りがたく、また、誇りに思います」と感謝のことばを述べていました。

　町教育委員会が主催する「ナイターユニホック大

会」が、名川Ｂ＆Ｇ海洋センターを会場に 12月上

旬から開催され、町内から８チームが参加して熱い

戦いを繰り広げました。

　決勝トーナメントには、予選リーグを勝ち抜いた

下斗賀、平、上名久井、荒町の４チームが進出。トー

ナメントでは、下斗賀チームがサッカーのＰＫにあ

たるＰＳ（ペナルティストローク）戦で平チームを

下し、また、上名久井チームは試合終了 30秒前に

劇的なゴールを奪い、荒町チームに勝利しました。

決勝戦にコマを進めた両チームの実力は互角で、０

対０のまま試合が終了。ＰＳ戦では上名久井チーム

全員がゴールを決めて６対４で勝利し、優勝を飾り

ました。

　青森朝日放送が主催する「ふるさと自慢わがまち

ＣＭ大賞」で、名久井農業高等学校農業クラブ達者

村研究チームの生徒が応募した作品「とっても素敵」

が、ＡＢＡ（青森朝日放送）賞を受賞しました。

　作品は、達者村を訪れた彼女がいろいろな体験を

通じ、達者村を好きになる様子を写真メールで彼氏

に知らせるという内容で、達者村の魅力をみんなに

伝えたいという思いを込め制作されたものです。

　研究チームの皆さんは「町を紹介するということ

で、プレッシャーを感じながら作りました。初応募

での入賞は、とてもうれしく思います」と喜びを語っ

てくれました。

　なお、このＣＭ作品は青森朝日放送において、今

年中に 50回放送されることになっています。

まちの話題まちの話題

上名久井チームが優勝
南部町ナイターユニホック大会

「とっても素敵」な達者村
名久井農高のCM作品がＡＢＡ賞受賞

手づくりの贈り物に感謝
名川南小に校歌・額縁とバス待合小屋設置



業者受付プレゼント

参加募集

給
食
セ
ン
タ
ー
物
資

納
入
業
者
の
受
付

　

平
成
19
年
度
南
部
町
立
各
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
物
資
納
入
を

希
望
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
各
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

■
受
付
期
限　

２
月
23
日
金

■
問
い
合
わ
せ
先

名
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

福
地
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

果
樹
の
花
ミ
ニ
枝
束

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

チ
ェ
リ
ウ
ス
で
は
、
達
者
村
農

業
観
光
振
興
会
の
提
供
に
よ
り
、

果
樹
の
剪
定
枝
を
活
用
し
た
「
果

樹
の
花
の
ミ
ニ
枝
束
」
を
作
製
し
、

利
用
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。
一
足
早
い
春
を
感
じ
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
ミ
ニ
枝
束　

さ
く
ら
ん
ぼ
、
桃
、

り
ん
ご
、
梨
、
梅
の
５
種
で
、

開
花
し
て
い
る
も
の
か
ら
10
日

位
で
開
花
す
る
状
態
の
も
の
を

準
備
し
ま
す
。
お
一
人
様
２
束

ま
で

■
実
施
期
間　

２
月
10
日
土
か
ら

２
月
18
日
日
ま
で
の
毎
日
午
前

11
時
か
ら

■
枝
束
数　

１
日
限
定
５
種
あ
わ

せ
て
50
束
（
限
定
数
な
く
な
り

次
第
終
了
）

■
対
象　

レ
ス
ト
ラ
ン
、
会
議
、

宴
会
等
の
チ
ェ
リ
ウ
ス
利
用
者

■
問
い
合
わ
せ
先　

チ
ェ
リ
ウ
ス

な
ん
ぶ
グ
ル
メ
塾

参
加
者
募
集

■
期
日　

２
月
24
日
土

■
時
間

10
時
〜
13
時

■
場
所　

ぼ
た
ん
の
里

■
講
師　

食
育
料
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
タ
ー
・
四
条
流
師
範　

新
井

山
成
雄
氏

■
内
容　

町
で
と
れ
た
野
菜
を
使

っ
た
料
理
づ
く
り

■
参
加
料　

１
人
４
０
０
円

■
対
象　

町
内
の
小
・
中
学
生（
保

護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
）

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
み
期
限　

２
月
20
日
火

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
部
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
ぼ
た
ん
の
里
内
）

南部町福地地区芸能・文化祭
と　き／２月４日（日）10時～ 15 時（９時 30 分開場）
ところ／南部町総合保健福祉センター「ゆとりあ」

◎音楽・芸能発表会

福地芸能保存会／ふくち詩吟愛好会／コーラススターダス

ト／福地大正琴愛好会／福地よさこいの会／リズム体操ク

ラブ／南部町福地地区老人クラブ連合会／杉沢子ども会／

あかね第２子ども会／福田小学校／福地中学校　ほか

◎作品展示

福地陶芸愛好会／福地書道愛好会／あかね第１町内会婦人

部／あかね第２町内会婦人部　ほか

◎出店協力　　福地青年団、ひだまりサークル

■問い合わせ先  南部町福地地区芸能・文化祭実行委員会事

務局（福地公民館内）

information

お 知

ら せ

問い合わせ先

南部町役場

名川分庁舎

南部分庁舎

剣 吉 支 所

ゆ と り あ

ぼたんの里

中央公民館

剣吉公民館

福地公民館

名川中図書室１階

Ｂ＆Ｇ海洋センター

町民体育館

福地体育センター

名 川 病 院

老健なんぶ

町 営 市 場

チェリウス

バーデハウスふくち

名川給食センター

南部給食センター

福地給食センター

0178-84-2111

0178-76-2111

0179-34-2111

0178-75-0006

0178-84-2210

0179-20-6111

0178-76-2323

0178-75-0797

0178-84-2111

0178-76-3121

0178-76-3310

0179-34-2761

0178-84-4402

0178-76-2001

0179-34-3260

0179-22-0011

0178-76-1001

0178-84-2850

0178-76-2746

0179-23-3820

0178-84-2201

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24

26 27 28 1 2 3

2 如月

25
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講演会

献　血

検察審査会

講師の鈴木二三子氏

達
者
村
農
業
気
象

講
演
会

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
は
各
地
に
災
害
を
も
た
ら

し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
気
象
の
専
門
家
か
ら

今
年
の
気
象
の
傾
向
を
伺
う
「
達

者
村
農
業
気
象
講
演
会
」
を
次
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

２
月
23
日
金

■
時
間

13
時
30
分
か
ら

■
場
所　

名
川
町
民
ホ
ー
ル
「
楽ら

楽ら

ホ
ー
ル
」

■
演
題　

平
成
19
年
の
気
象
予
想

と
農
作
物
の
栽
培
管
理
に
つ
い

て
■
講
師　

日
本
気
象
学
会
会
員
・

有
限
会
社
グ
リ
ー
ン
タ
フ
工
業

代
表　

鈴
木
二
三
子　

氏

■
問
い
合
わ
せ
先　

南
部
町

農

林
課
（
名
川
分
庁
舎
）

献
血
に
ご
協
力
を

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必

要
と
し
て
い
る
方
の
生
命
を
救
う

た
め
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
健

康
な
方
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
期
日　

３
月
６
日
火

■
時
間

10
時
〜
15
時
20
分

■
場
所　

福
地
公
民
館
前

■
そ
の
他

▽
受
付
の
時
に
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
等
の
身
分
証
明
書

の
提
示
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

▽
輸
血
歴
の
あ
る
方
や
海
外
か
ら

の
帰
国
日
が
４
週
間
以
内
の
方

は
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い

て
い
ま
す

▽
他
に
も
、
服
薬
し
て
い
る
方
や

医
師
の
問
診
に
よ
り
献
血
を
ご

遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
■
問
い
合
わ
せ
先　

南
部
町
健
康

増
進
課
（
名
川
分
庁
舎
）

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官

が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
が
で
き
な

い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関
と

し
て「
検
察
審
査
会
」が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
国
民
の
中

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検

察
審
査
員
が
審
査
を
し
て
く
れ
ま

す
。
ご
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
検

察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

八
戸
検
察
審

査
会
事
務
局
（
青
森
地
方
裁
判

所
八
戸
支
部
内
・
☎
０
１
７
８

－

２
２

－

３
１
０
４
）

何
時
の
日
か
大
樹
と
な
ら
む
桂
木
を
目
裏
に
し
て
夫
と
見
上
ぐ
る　
　
　

馬
場
の
り
子

甥
よ
り
の
家
族
写
真
の
年
賀
状
親
子
の
笑
顔
が
幸
せ
に
満
つ　
　
　
　
　

西
舘　

ヒ
デ

三
人
の
年
子
を
連
れ
た
る
孫
も
き
て
少
子
化
な
ん
の
わ
が
家
の
正
月　
　

岩
舘　

す
み

こ
の
年
も
家
内
安
全
の
初
参
り
月
は
明
る
く
亥
年
を
照
ら
す　
　
　
　
　

馬
場　

敬
子

友
よ
り
の
賀
状
の
赤
き
南
天
の
手
描
き
の
温
も
り
に
心
癒
や
さ
る　
　
　

坂
本　

陽
子

終
の
場
と
な
る
か
も
知
れ
ず
日
ざ
し
な
き
北
の
個
室
に
詩
の
友
が
臥
す　

八
木
田
順
峰

長
年
を
年
賀
か
は
し
し
旧
友
よ
り
今
年
は
と
ど
か
ず
心
配
つ
の
る　
　
　

田
中　

と
し

朝
明
け
に
山
あ
ひ
の
道
登
り
つ
め
紫
雲
た
な
び
く
伊
勢
の
山
頂　
　
　
　

工
藤　

繁
子

な
ん
ぶ
短
歌
会

今月の納期
国　保　税　（８期分）
介護保険料　（８期分）

納期限
２月28日水までに納めましょう
口座振替日は２月 26日月です

　２月中旬から下旬にかけて、各地区の

保健推進員が、平成 19年度住民健診（総

合健診・婦人検診）の申し込み書を持っ

て、対象となるご家庭を訪問します。詳

しい健診内容等は、保健推進員が配布す

るチラシをご覧ください。

　年に一度の機会ですので、病気の早期

発見、生活習慣病予防、健康状態のチェッ

クのために健診を受けましょう。

■問い合わせ先

　南部町 健康増進課（名川分庁舎）

information

お 知

ら せ
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最低賃金

助成金

リサイクル

僅
か
な
る
喜
び
深
く
祈
ら
ん
か
夕
べ
の
眠
り
朝
の
目
覚
め
を　
　
　
　
　

川
守
田
慶
三

水
害
の
芥
を
ロ
ー
プ
に
下
げ
し
ま
ま
吊
橋
は
又
風
雪
に
耐
ふ　
　
　
　
　

石
塚　
　

守

く
る
み
割
る
カ
ラ
ス
の
仕
草
に
見
と
れ
つ
つ
孫
は
思
は
ず
頭
い
い
と
ふ　

大
久
保
雪
夫

子
供
ら
と
学
校
に
飼
ひ
し
鶏
が
鳴
き
声
高
く
卵
生
み
に
き　
　
　
　
　
　

太
田　

郁
子

老
人
は
老
人
ら
し
き
色
で
良
い
決
め
て
い
た
け
ど
赤
着
た
く
な
る　
　
　

奥
寺　

睦
子

幸
せ
を
告
ぐ
る
ご
と
く
に
次
々
と
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く
赤
く
燃
え
つ
つ　

　

佐
々
木
教
子

正
月
に
久
し
く
孫
ら
訪
ひ
く
れ
ば
幼
な
き
を
想
ひ
背
丈
確
か
む　
　
　
　

根
市　

政
志

福
地
短
歌
会

正
月
も
師
走
も
盆
も
一
と
す
じ
の
流
れ
と
な
り
て
時
は
過
ぎ
ゆ
く　
　
　

向
山　

敦
子

定
番
の
煮
〆
た
き
た
る
大
晦
日
母
の
つ
く
り
し
味
未
だ
出
ず　
　
　
　
　

一
ノ
渡　

綮

嫁
の
居
ぬ
家
は
侘
し
く
物
足
り
ぬ
早
い
退
院
待
ち
て
日
暮
ら
す　
　
　
　

山
田　

キ
ワ

冬
枯
れ
の
木
々
に
輝
く
雨
し
づ
く
雲
の
切
れ
間
を
一
瞬
陽
の
差
し　
　
　

中
野　

静
子

ま
さ
青
き
空
に
は
ぐ
く
む
孫
の
夢
に
ひ
か
れ
ゆ
く
我
に
暗
き
昭
和
あ
り　

西
舘　

和
子

テ
レ
ビ
観
る
仕
事
と
時
間
食
う
魔
物
人
生
へ
わ
が
量
と
な
る
と
ぞ　
　
　

川
村　

綾
子

若　

草　

会

青
森
県
産
業
別
最
低

賃
金
改
正

　

青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
、

平
成
18
年
12
月
21
日
か
ら
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
鉄
鋼
業
＝
時
間
額
７
３
０
円

▽
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業
＝
時
間
額
６
７
２
円

▽
各
種
商
品
小
売
業
＝
時
間
額

６
６
７
円

▽
自
動
車
小
売
業
＝
時
間
額

７
０
５
円

　

な
お
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
青
森
県
最
低

賃
金
は
、
平
成
18
年
10
月
１
日
か

ら
、
時
間
額
６
１
０
円
に
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
青
森
労
働
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.a
o
m

o
ri.p
lb
.g
o
.jp
/

）
で
も
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

青
森
労
働
局

賃
金
室
（
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４
）
又
は
八
戸
労
働

基
準
監
督
署
（
☎
０
１
７
８

－

４
６

－
３
３
１
１
）
ま
で

地
域
創
業
助
成
金

　

地
域
に
貢
献
す
る
事
業
を
行
う

法
人
を
設
立
又
は
個
人
事
業
を
開

業
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
の
方
を
常
用
労
働
者
又
は
短

時
間
労
働
者
と
し
て
合
わ
せ
て
２

人
以
上
（
た
だ
し
、
倒
産
な
ど
に

よ
り
自
ら
の
意
思
に
よ
ら
ず
離
職

し
た
人
（
非
自
発
的
離
職
者
）
自

ら
法
人
等
を
設
立
し
た
場
合
は
１

人
以
上
）
雇
用
し
た
場
合
に
、
新

規
創
業
に
係
る
経
費
及
び
労
働
者

の
雇
入
れ
に
つ
い
て
助
成
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

同
助
成
金
の
対
象
地
域
が
拡
大

さ
れ
、
昨
年
７
月
１
日
以
降
に
南

部
町
で
食
料
品
製
造
業
、
飲
食
料

品
小
売
業
、
一
般
飲
食
店
を
従
業

員
２
人
以
上
雇
用
し
て
創
業
し
た

事
業
主
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

■
助
成
金
支
給
額

▽
創
業
経
費
の
支
援
＝
創
業
か

ら
６
ヶ
月
以
内
に
か
か
っ
た
経

費
の
２
分
の
１
（
１
５
０
万
〜

５
０
０
万
円
）
を
支
給

▽
雇
入
れ
の
支
援
（
非
自
発
的
離

職
者
一
人
あ
た
り
）
＝
常
用
労

働
者
最
大
30
万
円
、
短
時
間
労

働
者
15
万
円
を
支
給

■
期
限　

助
成
金
の
対
象
と
な
る

法
人
設
立
又
は
事
業
開
業
及
び

雇
入
れ
期
限
は
、
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
部
町
商
工
観
光
課
（
名
川
分

庁
舎
）、
南
部
町
商
工
会
（
☎

０
１
７
８

－

７
５

－

１
１
３

３
）、
青
森
県
高
年
齢
者
雇
用

開
発
協
会
（
☎
０
１
７

－

７
７

５

－

４
０
６
３
）

家
具
等
の
不
用
品

受
け
付
け

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、

資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
不
用

に
な
っ
た
も
の
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
簡
易
な
修
理
と
手
入
れ
を
し
、

再
生
品
と
し
て
展
示
・
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

不
用
に
な
っ
た
家
具
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
引

き
取
り
に
伺
う
こ
と
も
可
能
で
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

家
具
、
自
転
車
等
（
そ

の
ま
ま
使
え
る
も
の
、
簡
易
な

修
理
で
使
用
可
能
な
も
の
に
限

る
）

■
受
付　

随
時

■
問
い
合
わ
せ
先　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
０
１
７
８

－

７
０

－

２
３
９
６
）

お 知 ら せinformation



完成に向け工事が進む

第２苫米地駅前団地

麻しん風しん混合２期の予防接種はお済みですか
就学前児童（平成 12年 4月 2日～平成 13年 4月 1日生）の保護者の方へ

　対象者となる保護者には９月に個別通知していましたが、まだ接種を受けていない方は、３月 30日（金）ま

でに町が指定する医療機関で受けてください（費用は無料です）。日時・場所などは、くらしのカレンダーを参

照してください。なお、4月以降の接種は自己負担となりますので、ご注意ください。

■問い合わせ先　南部町 健康増進課（名川分庁舎）

団　地　名 募集戸数 構　　造 家　　　賃

第２苫米地駅前団地
（大字苫米地字四切 35）

平屋建　７戸
木造平屋建　２ＤＫ
バス・水洗トイレ付

約 20,000 円～ 33,200 円※

２階建　４戸
木造２階建　３ＬＤＫ
バス・水洗トイレ付

約 28,000 円～ 46,300 円※

■入居者を募集する住宅（家賃は所得に応じて決定します）

△

新築（建築中）

団　地　名 募集戸数 構　　造 家　　　賃

向山団地
（大字森越字衛門佐窪 12-4）

１戸
（31号）

木造平屋建　３ＤＫ
バス・水洗トイレ付

18,100 円～ 31,400 円

五日市団地
（大字下名久井字塚内 20）

２戸
（19号・24号）

木造平屋建　３Ｋ
トイレ付

4,700 円～ 11,200 円

牧野平住宅
（大字大向字牧野平 5-8 他）

２戸
（708号・709号）

簡易耐火２階建　３ＤＫ
トイレ付

16,000 円～ 26,500 円 

△

既存空き家

■入居者資格　①現に同居し、又は同居しようとする親族があること

②住宅に困窮していることが明らかであること

③税金を滞納していないこと

④所得が月額 200,000 円以下であること

■申込方法　次の書類を、建設課（南部分庁舎）又は福地総合サービス

課（本庁舎）、名川総合サービス課（名川分庁舎）に本人

又は同居者が提出してください。

①申込用紙（建設課、福地総合サービス課、名川総合サー

ビス課にあります）

②所得証明書

③納税証明書

④現在、賃貸住宅にお住まいの方は契約書の写し

⑤結婚を予定している方は婚約証明書（建設課、福地総合サービス課、名川総合サービス課にあり

ます）

■入居者の決定等　①南部町営住宅条例の基準に基づき入居者を決定します。入居申込者が複数あった場合は、

抽選となる場合があります

②入居決定の日から 10日以内に連帯保証人の届出及び敷金（家賃の３ヶ月分）の納付をし

ていただきます

③４月１日から入居可能予定です

■そ の 他　①単身での入居には条件がありますので、お問い合わせください

②入居が決定し、入居した日から２週間以内に転居（転入）の手続きをしてください

募集期間　　２月15日（木）～３月20日（火）まで

※ 建築中のため、家賃が正確に確定しておりません。表中のものは、大体の目安の金額です。

町営住宅入居者募集　　　　　■問い合わせ先　南部町 建設課（南部分庁舎）
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募集案内

剣
吉
駅
前
駐
車
場

使
用
者
募
集

　

南
部
町
剣
吉
駅
前
駐
車
場
の
使

用
者
を
、
次
に
よ
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
区
画

10
区
画

■
配
置
図　

以
下
の
と
お
り

■
住
所　

大
字
剣
吉
字
大
坊
13
番

地
63

■
使
用
期
間

　

平
成
19
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日

■
使
用
料　

月
額
３
、０
０
０
円

■
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
駐
車
し

よ
う
と
す
る
自
動
車
の
車
種
及

び
車
両
番
号
の
確
認
が
で
き
る

も
の
（
車
検
証
な
ど
）

■
申
込
み
受
付
期
間　

随
時

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

南
部
町

財
政
課
（
本
庁
舎
）

入札日 工　　事　　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

１月９日 消防団拠点施設建設工事 大向地区 森田建設 12,915,000 自：19年１月12日
至：19年３月26日

２月 10日（土）
●えんぶり行列　10時 名川地区上町スタート

神楽／剣吉下町内／上斗賀／下斗賀子ども／下斗

賀／高瀬／福田上／片岸／玉掛／名川中

●一斉摺り（南部芸能伝承館野外広場）11時

大人えんぶり／子どもえんぶり組

●芸能発表等（南部芸能伝承館内）12時

名川中えんぶり／芸ノ企画集団「二十四の瞳」

※南部芸能伝承館内では、えんぶりポスター採用絵

画も展示します

２月 11日（日）
●各えんぶり組による町内門付け　９時～17時

●名川チェリーセンター門付け　11時／13時／14時

●バーデハウスふくち門付け　11時／14時

■問い合わせ先　南部町観光協会

（☎ 0178－75－1133）

お 知 ら せinformation

公共工事契約状況　　　　　　　　■問い合わせ先 南部町財政課（本庁舎）

南部地方
えんぶり
開催
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不当要求注意

保険案内

剣吉駐在所

　

最
近
、
全
国
的
に
暴
力
団
、
エ

セ
右
翼
、
エ
セ
同
和
等
反
社
会

的
勢
力
か
ら
業
界
紙
、
図
書
等
注

文
も
し
な
い
の
に
送
ら
れ
、
代
金

の
請
求
を
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
第

59
条
で
は｢

商
品
が
届
い
た
日
か

ら
14
日
又
は
消
費
者
が
そ
の
商
品

の
引
き
取
り
を
業
者
に
請
求
し
た

日
か
ら
７
日
を
経
過
す
る
ま
で
に

業
者
が
引
き
取
り
に
来
な
い
場
合

は
、
業
者
は
そ
の
商
品
の
返
還
を

請
求
で
き
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
処
分
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
相
手
が

相
手
で
す
か
ら
後
日
の
紛
争
防
止

の
た
め
に
次
の
よ
う
な
対
応
方
法

が
ベ
タ
ー
で
す
。

①
電
話
勧
誘
の
段
階
で
き
っ
ぱ
り

と
断
る

購
入
す
る
の
も
断
る
の
も
自
由

で
す
。
買
い
た
く
な
け
れ
ば
き

っ
ぱ
り
と
「
い
り
ま
せ
ん
」
等

と
断
る
こ
と
で
す
。
理
由
を
言

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

②
受
取
拒
否
で
返
送
す
る

▽
開
封
し
て
い
な
い
場
合
、
宛
名

の
欄
に
「
受
取
拒
否
」
と
付
箋

で
朱
書
き
し
て
配
達
人
へ
返
戻

す
る

▽
家
人
不
在
時
に
配
達
さ
れ
た
場

合
に
は
「
受
取
拒
否
」
と
付
箋

で
朱
書
き
し
て
郵
便
局
か
ポ
ス

ト
投
函
か
配
達
宅
配
業
者
へ
返

戻
す
る

▽
開
封
し
た
場
合
に
は
、
購
読
拒

否
の
意
思
表
示
を
明
確
に
し
た

う
え
で
、
書
留
郵
便
物
で
返
送

す
る
。
内
容
証
明
郵
便
物
で
通

知
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す

※
返
送
す
る
場
合
の
文
例

「
私
ど
も
は
情
報
誌
○
○
○
を
注

文
し
た
事
実
も
な
く
、
購
読
す
る

意
思
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
送
付

さ
れ
た
情
報
誌
を
返
送
し
ま
す
。

今
後
も
購
読
す
る
意
志
が
な
い
の

で
送
付
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

■
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
暴
力
追
放
青
森
県
民

会
議
（
☎
０
１
７

－

７
２
３

－

６
２
５
０
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保

険
で
す
。

■
対
象
と
な
る
事
故

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事
故
、
往

復
中
の
事
故

■
保
険
期
間　

毎
年
４
月
１
日
〜

翌
年
３
月
31
日
（
年
度
途
中
で

加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
加
入
手

続
き
を
行
っ
た
翌
日
か
ら
３
月

31
日
ま
で
）

■
掛
金　

１
人
年
額
５
０
０
円
〜

９
、
０
０
０
円
（
団
体
の
活
動

内
容
、
年
齢
構
成
等
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

■
そ
の
他

▽
資
料
請
求
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も

受
付
し
て
お
り
ま
す
（
フ
ァ
ッ

ク
ス
専
用
＝
０
１
２
０

－

１
０

４

－

４
４
２
）

▽
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す（h

ttp
://

w
w
w
.s
p
o
rts
a
n
ze
n
.o
rg

）

■
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

青
森
県
支
部
（
☎
０
１
７

－

７

８
２

－

６
９
８
４
・
電
話
受
付

時
間
は
、
平
日
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
）

　平成 19年３月中旬頃、剣吉警察官駐

在所は名川警察官駐在所に統合となりま

す。これまで剣吉警察官駐在所にご協力

いただき、誠にありがとうございました。

　剣吉警察官駐在所は無くなりますが、

名川警察官駐在所員と隣接駐在所が今ま

で以上に、安全・安心のまちづくりのた

めにがんばりますので、よろしくお願い

いたします。

　　　　　　　午前の取材がお昼過ぎに終
了。職場へ戻ると、書類が未提出と上司に
大目玉。空腹のまま午後の出張へ出かけ遅
刻して到着…。このドタバタ、私の初夢です。
広報づくりは分からないことだらけで、毎
月「霧中」で作っていますが、夢にまで見
る広報ですから「夢中」になって作ってみ
たいものです。　　　　　　　　　　（と）

編集後記　　　　　　　午前の取材がお昼過ぎに終編集後記　　　　　　　午前の取材がお昼過ぎに終

福地駐在所 ☎0178－84－2354・名川駐在所 ☎0178－76－2013
剣吉駐在所 ☎0178－75－0029・南部駐在所 ☎0179－34－3141

２月３・４・５・６・７・８日
（GI 多摩川関東地区選手権）

　　12・13・14・15・16・17 日
（GI 琵琶湖近畿地区選手権）

　　21・22・23・24・25・26日
（GI 住之江開設 50周年記念競走）

　　27・28日、３月１・２・３・４日
（GI 徳山女子王座決定戦）

訂正とお詫び

　広報１月号の「納税には口座振替が便
利です・口座振替開始の時期」の記事に
誤りがありました。訂正してお詫びいた
します。
誤：納期限を過ぎた分については翌営業日
正：納期限を過ぎたときは振替できません

知

一
方
的
に
機
関
誌
・
雑

誌
が
送
ら
れ
、
購
読
料

を
請
求
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
か



住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

名
川
第
10
分
団

（

南
部
第
10
分
団

福
地
第
10
分
団

名
川
第
10
分
団

（
回
答
・
佐
々
木
徳
志
分
団
長
、

西
塚
光
二
団
員
）

①　

斗
賀
地
区

②　

分
団
一
致
団
結
で
地
域
に
安

心
を

③　

平
日
日
中
の
火
災
・
災
害
等

へ
の
出
動
団
員
の
確
保

④　

災
害
現
場
に
は
自
慢
の
タ
ン

ク
車
で
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
迅
速
且
つ

安
全
を
心
掛
け
て
が
ん
ば
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
活
動

以
外
に
も
室
内
サ
ッ
カ
ー
、
氷

上
綱
引
き
大
会
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
分
団
員
の
一
致
団

結
を
図
っ
て
お
り
ま
す

南
部
第
10
分
団

（
回
答
・
寺
澤
善
弘
部
長
）

①　

正
寿
寺
地
区

②　

少
数
で
も
精
鋭
で
あ
れ
（
ま

だ
ま
だ
で
す
が
！
）

③　

ほ
と
ん
ど
の
団
員
が
会
社
員

の
た
め
、
緊
急
時
の
人
員
確
保
。

ま
た
、
新
入
団
員
の
確
保
も
努

力
し
て
い
る
が
、
若
者
が
少
な

い

④　

当
地
区
は
、
重
要
文
化
財
で

あ
る
南
部
利
康
公
霊
屋
な
ど
が

あ
り
、
地
元
住
民
と
連
携
し
防

災
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
会
社
員
が
多
い
な
か
様
々

な
行
事
に
お
い
て
積
極
的
に
協

力
し
て
く
れ
る
の
で
、
大
変
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
防
災
の
た
め
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

福
地
第
10
分
団

（
回
答
・
杉
浦
源
衛
分
団
長
）

①　

椛
木
・
羽
黒
地
区

②　

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
は

我
々
が
守
る
ぞ
！

③　

新
入
団
員
、
出
動
団
員
の
確

保
④　

我
が
10
分
団
は
現
在
欠
員
状

態
で
す
が
、
少
数
精
鋭
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

は
操
法
大
会
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
の
部
に
出
場
と
い
う
こ
と
で
、

分
遣
所
の
方
々
、
団
本
部
の

方
々
、
各
分
団
の
方
々
、
職
場

の
方
々
、
そ
し
て
家
族
の
皆
さ

ん
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
我
々
団
員
一
同
、
今
後
一

層
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す

平
成
1
9
年
２
月
１
日
発
行

平
成
1
9
年
２
月
号
　
N
o.1
4

発
行
／
編
集

南
部
町
役
場
 総
務
課

〒
039-0892　

青
森
県
三
戸
郡
南
部
町
大
字
苫
米
地
字
下
宿
2
3
-1

http：
//w
w
w
.na
nbu-tow

n.ne
t.pre
f.a
om
ori.jp

T
E
L
 0
1
7
8
-8
4
-2
1
1
1

F
A
X
 0
1
7
8
-8
4
-4
4
0
4

①　寝たばこは、絶対しない
②　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
③　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

３つの習慣

　

「
が
ん
ば
る
！

消
防
団
」
で
は
、

４
月
号
よ
り
分
団

の
紹
介
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、

各
第
10
分
団
の
紹

介
で
す
。

10

質
問
事
項

①
管
轄
区
域
は
ど
こ
で
す
か

②
分
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
す

　

か
③
分
団
の
活
動
で
、
苦
労
し
て

　

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

④
分
団
の
ア
ピ
ー
ル
を
ど
う
ぞ

　昨年の 12 月から今年にかけて、南部町において火災が６件発生し、大きな被害が出ています。そのほ
とんどは住宅からの火災で、ちょっと目を離したときや不注意から発生しています。
　あなたの大切な財産を火災から守るため、町民一人ひとりが火の取り扱いに十分注意して、火災のない
明るい町にしましょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

①　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
②　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
③　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
④　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

４つの対策


